
白山市通学路交通安全プログラム（概要版） 

 

⑴  通学路交通安全プログラムの目的 

通学路の安全確保を目的に、交差点等への防護柵や防犯カメラの設置など、対

策を効果的に実施するため、学校関係者、警察、道路管理者等が連携して、児童生

徒が安全に通学できるように通学路の安全確保を図っていくものです。 

 

⑵  定期的な合同点検の年間計画 

○教育委員会 

  各団体へ通学路安全点検の実施を指示。 

（教育委員会⇒学校/市 PTA連合会（以下、市 P連）⇒単 PTA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○見守り隊、町内会、 

地区協議会等又は教職員 

・学校へ直接要望 

○各小中学校ＰＴＡ 

①事前相談 
【子ども見守り団体/地域へ】 

②要望箇所の精査 

③要望書作成 

④市Ｐ連に提出（３月末） ○各小中学校 

提出された要望を精査し、 

必要と認めた場合は要望書

を作成 
○市Ｐ連 

提出された要望書の取りまとめ 

教育委員会へ提出（４月末） 

○教育委員会 

 各団体へ通学路点検の実施を指示。 

 （教育委員会→学校/市ＰＴＡ連合会（以下、市Ｐ連）→単ＰＴＡ） 
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★通学路安全推進会議開催（７月下旬） 

・昨年度までの取組状況の確認 

・今年度の要望に対する取組や課題を協議 

★要望のあった危険箇所の合同点検（７月下旬～８月上旬） 

体制：要望のあった校区の学校と関係者（ＰＴＡ・見守り隊・町内会）   

   道路管理者（国・県・市）、警察署、教育委員会等 
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道路管理者（国・県・市）、警察署等からの合同点検結果を踏まえ、

対策の実施内容、対策困難箇所を明らかにして、市Ｐ連を通じて 

単ＰＴＡ等に回答（１０月末）。 
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・要望に対する対策の実施状況を確認。 

・対策効果の把握を行い、改善点等を次回の要望につなげる。 
確
認 

 


